
９
日
（
金
）
党
市
議
団
６
名
は
、

今
年
度
か
ら
５
カ
年
で
全
小
中
学

校
の
体
育
館
等
に
エ
ア
コ
ン
の
整

備
を
す
す
め
て
い
る
朝
霞
市
（
人

口
４
月
１
日
現
在
13
万
８
７
２
１

人
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

朝
霞
市
は
、
「
子
ど
も
達
の
熱

中
症
対
策
な
ど
、
よ
り
良
い
教
育

環
境
を
整
備
す
る
。
災
害
時
の
避

難
場
所
と
し
て
の
防
災
機
能
の
向

上
を
図
る
。
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
市
内
小
学
校
10
校
、
中
学
校

５
校
の
屋
内
運
動
場
（
体
育
館
・

武
道
場
等
）
の
エ
ア
コ
ン
整
備
事

業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

小
学
校
を
優
先
し
、
毎
年
３
校

ず
つ
設
置
し
て
５
カ
年
で
完
了
す

る
予
定
で
す
。
実
施
設
計
は
、
前

年
度
に
行
い
ま
す
。

設
置
し
た
エ
ア
コ
ン
は
、
空
気

の
対
流
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア

コ
ン
と
幅
射
熱
に
よ
り
冷
暖
房
を

行
う
幅
射
パ
ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
す
。
ボ
ー

ル
な
ど
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め
の
ガ
ー

ド
を
設
置
し
、
ケ
ガ
防
止
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
材
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
。

整
備
事
業
費
は
、
３
校
で
設
計

費
約
５
４
０
万
円
、
工
事
費
約
１

億
2
千
万
円
で
、
国
の
「
緊
急
防

災
・
減
債
事
業
債
」
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
国
か
ら
の
全
額
借
り
換

え
で
、
初
年
度
に
一
般
財
源
の
必

要
は
な
く
、
70
％
が
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
た
め
に
、
自
治
体
の
実
質

的
な
負
担
は
30
％
で
た
い
へ
ん
有

利
な
財
源
で
す
。

２
学
期
の
始
業
式
は
エ
ア
コ
ン

の
効
い
た
涼
し
い
体
育
館
で
行
い
、

運
動
会
の
休
憩
場
所
に
も
な
り
ま

し
た
。
災
害
時
に
対
応
す
る
た
め
、

非
常
用
電
源
と
Wi
・
Fi
も
整
備
し

ま
し
た
。

全
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

や
、
ト
イ
レ
の
全
面
改
修
（
洋
式
・

乾
式
化
等
）
は
、
平
成
25
年
ま
で

に
完
了
し
て
い
ま
す
。

全
小
中
学
校
体
育
館

に
エ
ア
コ
ン
設
置
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教
育
環
境
の
整
備

防
災
機
能
の
向
上

体育館の側面に設置されたハイブリッド型の
エアコンと幅射パネル (朝霞第二小学校)

党市議団
視察報告

朝霞市

↑ 災害時に24時間対応できる
非常用電源装置

エアコンの室外機 →

子
ど
も
の
命
・
健
康
第
一

国
の
有
利
な
補
助
金
活
用

秋
山
文
和

県
政
報
告
会

11
月
24
日
（
土
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時

ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ

※

塩
川
鉄
也
衆
議
院
議
員
も
お
話
し
ま
す

。
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市
議
会
建
設
委
員
会
（
今
尾

や
す
の
り
、
坂
巻
か
つ
の
り
議

員
所
属
）
は
10
月
23
日
か
ら
25

日
、
大
阪
府
東
大
阪
市
、
愛
知
県

豊
橋
市
、
静
岡
県
沼
津
市
を
視

察
し
ま
し
た
。 

     

東
大
阪
市
（
人
口
50
万
人
）

を
含
む
寝
屋
川
流
域
は
、
す
り

鉢
状
の
地
形
で
、
雨
水
が
自
然

に
河
川
に
排
出
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
河
川
改
修
や
総
延
長
27

㎞
の
地
下
河
川
２
本
（
府
事

業
）、
流
域
調
整
池
（
府
事
業
）

及
び
、
そ
こ
に
雨
水
を
流
す
増

補
管
（
府
及
び
市
事
業
）
な
ど
の

建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の 
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多
発
に
よ
り
浸
水
被
害
が
深
刻
な

問
題
と
な
り
、
２
０
１
５
年
に
「
東

大
阪
市
総
合
雨
水
対
策
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

 
プ
ラ
ン
は
計
画
期
間
10
年
で
、

増
補
管
や
流
域
調
整
池
の
整
備
促

進
、
花
園
遊
水
池
（
貯
留
量
32
万

㌧
）
な
ど
大
規
模
遊
水
池
の
設
置
。 

 

雨
水
流
出
抑
制
と
し
て
は
農
地

の
保
全
や
打
ち
水
な
ど
雨
水
利
用

啓
発
な
ど
も
進
め
て
い
ま
す
。 

 

本
市
で
も
１
０
０
㎜
安
心
プ
ラ

ン
で
、
河
川
改
修
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
緊
急
対
策
と
し

て
、
小
規
模
貯
留
池
の
設
置
や
家

庭
用
の
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
設
置
へ

の
補
助
も
検
討
が
必
要
で
す
。 

   
 

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
に 

32
万
㌧
の
貯
留
池 
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万
円
で
す
。
実
績
は
３
年
間
で
45

件
で
す
。
空
き
家
に
対
し
て
は
、
改

修
よ
り
も
解
体
へ
の
助
成
の
希
望

が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

本
市
で
も
空
き
家
の
解
体
へ
の

補
助
を
実
施
す
べ
き
で
す
。 

     

沼
津
市
（
人
口
19
万
人
）
で
は
鉄

道
に
よ
る
市
街
地
分
断
解
消
の
為

に
「
沼
津
駅
付
近
連
続
立
体
交
差

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

２
０
０
６
年
に
事
業
認
可
を
取
得

し
用
地
買
収
等
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
買
収
率
は
72
％
、
27

軒
が
買
収
に
応
じ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

本
市
で
も
鉄
道
高
架
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
工
期
を
最
短
で

12
年
と
し
て
い
ま
す
が
、
用
地
買

収
だ
け
で
も
相
当
期
間
を
要
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

完
成
ま
で
の
間
、
仮
設
東
西
自

由
通
路
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。 

総
合
雨
水
対
策
（
東
大
阪
市
） 

空
家
対
策
計
画
（
豊
橋
市
） 

駅
周
辺
総
合
整
備
事
業(

沼
津
市) 

 
 
 
  

  

全
国
で
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り

空
き
家
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

豊
橋
市
（
人
口
37
万
人
）
に
於
い

て
も
空
き
家
が
増
加
し
、
２
０
１

３
年
の
空
き
家
数
は
２
２
０
０
０

戸
、
空
き
家
率
13
・

５
％
で
す
。 

 

空
き
家
削
減
に
向
け
、
２
０
１

６
年
度
に
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を

策
定
し
、
空
き
家
の
適
切
な
管
理

促
進
、
利
活
用
の
促
進
、
発
生
予

防
・
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

利
活
用
の
促
進
で
は
、「
空
家
バ

ン
ク
」
を
創
設
し
、
住
宅
市
場
で
の

流
通
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の
登
録
数
は
40
件
、
内
26
件
が

成
約
さ
れ
ま
し
た
。 

 

空
き
家
へ
の
助
成
は
「
改
修
費

補
助
金
」
で
改
修
費
用
の
１
／
２
、

上
限
50

万
円
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
は

３
年
間
で
３
件
、
今
年
度
は
ま
だ

ゼ
ロ
と
の
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
、「
空
家
解
体
補
助
金
」
で

解
体
工
事
に
も
助
成
を
行
っ
て
お

り
、
工
事
費
の
２
／
３
、
上
限
20

万 

 
 

空
き
家
対
策
は 

解
体
に
も
補
助
を 

 

休
日
の
当
番
医 

建設委員会 

視察報告 

用
地
買
収
12
年
間
で

買
収
率
72
％ 




